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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・リハプロや作業についたスタッフは、患者様のプログラムの取り組み状況や様子を観察する事が大事ですので、終了時間まで、病棟に戻らず参加するようにしてください。

＜患者様連絡事項＞

・本日14：30に西病棟から上野　千奈津様が転入となります。主治医は田名部Ｄｒで担当スタッフは新山ＮＳ・小屋敷ＣＷ・秋山ＭＡとなります。部屋は、302号室です。

・内田　都影様～臨時薬が同内容で本日昼～7日分処方となっています。

・田端　信昭様～携帯電話の調子が悪いとの事で、急遽本日13：30～15：30まで外出となっています。主治医不在の為、深澤Ｄｒより指示を受け許可となっています。

・今後の転入予定の患者様⇒西病棟Ｂユニットの中川原　義雄様が候補となっています。本日、入院形態の変更をしています。

＜注目患者様＞

・田端　信昭様～本日も朝に尿失禁がありました。主治医へ報告済みであり、火曜日朝から薬剤調整をしている為、経過観察とし、必要時主治医へ報告していく事としています。又、年齢や性別、羞恥心等考慮し、介入に注意して行きましょう。

・内田　都影様～本日は診察日でもあり、診察時間や臨時薬の処方を気にされ落ち着きがなく、午前のプログラムは不参加しています。生活リズムを整える為、午後の作業へ参加できる様、介入していく事としています。

残便感があると本人話され、継続指示の便秘時センナリド２Ｔ内服しています。他者トラブルに注意し、精神症状の観察をしていきましょう。

・杉澤　恵子様～本日は、眠気を訴え、プログラム中や余暇時間等居眠りが見られています。薬剤調整中（レボトミン5㎎増薬中）であり、歩行状態も不安定の為、フラつきや転倒に注意していきましょう。また、他者トラブルのない様、精神状態の観察、必要時介入して行きましょう。

・嶋守　京子様～日中は、不調や不安の訴えが見られていますが、声掛け、促しでプログラム等へ取り組まれています。また、血圧が高値となる事が続いている為、診察の際に情報提供していきます。日課等確認してこられてきた際は、都度説明や介入をし、不安の軽減に努めていきましょう。また、危険行為に注意し、精神状態を観察して行きましょう。

・寺地　徳和様～昨日、青山荘の日中体験利用へ行かれています。保護者の田端様が来荘され、体験利用契約書に署名・捺印を頂いています。9：00に来荘、体験利用説明後、プログラムに参加されています。

余暇時、少しですが会話もしていました。振り返りを行うと「疲れたけど、居眠りしないでできました。食事がおいしかった。緊張はしました。時間に合わせるのが大変だった。」と感想を述べています。

今回の体験利用料金は本人から受け取り、領収書を渡しています。

本日の日中体験利用では大きな問題も見られない為、次回は宿泊体験利用の実施を考えています。6/25(日)に田端様が布団の搬入をする予定となっています。6/28(水)9：00～6/29(木)9：00で、日中・宿泊体験利用で調整していきます。

＜転入患者様情報＞

　上野　千奈津様（43歳）

　生年月日：昭和48年10月31日　　　性　　別：女性

　主病名　：統合失調症　　　　入院形態：任意入院　　　主治医　：田名部Ｄｒ

　　（経過）

当院3回の入院歴あり（③H27.3.25～H27.6.6）

平成29年2月8日入院中の父が死去。以降、幻聴の訴えが強く情動が不安定となっていました。4/19の診察予約に来院され、4/21訪問看護「五福」職員訪問時、薬の飲み忘れや幻聴・妄想に左右された言動があり、「初恋の人に会いに行く」と東京へ日帰りするなどの衝動的行為が生じるようになり食事、服薬管理不十分、通院も途絶えがちになっています。4/22五福スタッフ同伴で母様と受診。薬剤調整し状態落ち着いたが、以後受診されず症状再燃。症状改善目的で5/17（水）13時30分、東Bユニットへ任意入院となっています。本日、14：45　転入となっています。

入院期間：3ヶ月　　　キーパーソン：上野　アキ様（母）

　　ＡＤＬ・ＩＡＤＬ：自立　　　食事：常食　　各プログラム導入している。

　　ＧＡＦ：25

・障害基礎年金２級　受給中

　・精神障害者保健福祉手帳２級　受給中

　・自立支援医療制度　更新申請中

・主援助者は、母だが認知症を患っており、理解力が乏しく叔母の援助のもと手続きが

行われている。

・現在、姉は富山県在住しており、保護者である母様は今年９月に市民病院にて、白内

障の手術後富山県の施設へ入所予定との事。その為、家族は施設入所を希望しているが、候補として２あり、いずれも症状が落ち着いてから検討する事としている。

　　　　　①　青山荘入所し、施設または自宅退院

　　　　　②　富山県内の病院へ転院

　・治験（ルラシドン）予定であったが、適応外の為、中止となっている。

